
引越しシーズンに合わせて

市長からの手紙●志とたくましさ①

かかみがはらっこ●那加第三小学校
みんな集合●エアロビサークルどんぐりビクス

クローズアップ●石原蔵人くん
木曽川学入門●近代養蜂の開拓者～渡辺寛

市民課受付窓口を延長します

公園都市＊共生都市＊快適産業都市

【各務原百景～炉畑遺跡 (A)】

炉畑遺跡公園として一般公開されていま
す。春には園内に桜も咲き誇り、美しい景
色をおりなします。⇒詳しくは16ページ
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広報各務原

住宅用火災警報器があなたを守る
火災統計・救急統計がまとまりました



●
注
意　

▽
日
曜
開
庁
と
時
間
延
長
を
行
う
の
は
市

役
所
本
庁
舎
市
民
課
の
み
で
す
▽
他
市
町

村
と
の
照
合
確
認
が
必
要
な
届
出
は
、平

日
の
時
間
内
に
再
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
▽
証
明
書
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、即
時
交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
▽
公
的
個
人
認
証(

電
子
証
明
書)

の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
▽
手
続
き
に

必
要
な
も
の
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、事
前

に
市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細　

市
民
課 

☎
０
５
８（
３
８
３
）１

０
７
８

　

３
月
、
４
月
は
卒
業
、
就
職
、
転
勤
、
入

学
な
ど
で
、
最
も
引
越
し
の
多
い
時
期
と
な

り
ま
す
。
市
民
課
の
窓
口
も
、
手
続
き
の
た

め
に
毎
年
多
く
の
方
で
混
み
合
い
、
長
い
待

ち
時
間
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
日

曜
日
の
窓
口
受
付
と
平
日
の
受
付
を
延
長
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
曜
開
庁
と
平
日
の
受
付
時
間
延
長

日
曜
開
庁　

３
月
28
日
、
４
月
４
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

平
日
の
受
付
時
間
延
長
期
間　

３
月
29
日

（
月
）、30
日
（
火
）、31
日
（
水
）、４
月
１
日

（
木
）、
２
日(

金)

、
５
日(

月)

の
い
ず
れ

も
午
後
７
時
ま
で

●
取
り
扱
い
業
務

住
民
の
転
入・転
出
な
ど
異
動
届
、戸
籍
届
出
、

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
な

ど
の
証
明
発
行

●
持
参
品

印
鑑
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
写

真
付
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
健
康
保

険
証
な
ど
写
真
付
で
な
い
場
合
は
、
手
続
き

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

電
気
の
引
越
し
も
お
忘
れ
な
く
！

　

引
越
し
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し

た
。
電
気
の
手
続
き
も
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
、早
め
に
連
絡(

下
表
参
照)

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
中
部
電
力(

株)

各
務
原
営
業
所

☎
０
１
２
０
（
９
８
５
）
９
１
１

中
部
電
力
各
務
原

営
業
所
か
ら
お
願
い

市
民
課
受
付
窓
口
を
延
長
し
ま
す

引
越
し
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
て

他の市町村へ住所を異動する場合（転出）
 　　　　必要な届出　　　　　　　　届出人、いつまでに、持参品　 窓口

該
当
す
る
方

全
世
帯
共
通

　　

転出届

水道の使用中止

電気の使用中止

こども医療受給者証

児童 ( 扶養 ) 手当
などの手続き

小中学校の転校※

国民健康被保険者証
記載内容変更

後期高齢者医療
被保険者証

介護保険の手続き

●届出人、持参品は左表「転居届」に同じ
●転出日までに届出

●「住所・氏名・お客様番号」を電話などで連絡(料金の精算のため)
●使用を中止する2、3 日前に届出

●こども医療受給者証を持参
●「転出届」を届け出る日に返却

●印鑑、児童扶養手当証( 児童扶養手当を受給している方のみ) 
を持参
●「転出届」を届け出る日に届出

●「在学証明書」「教科書給与証明書」を在学校で交付を受ける

●被保険者証を持参
●「転出届」を届け出る日に届出

●後期高齢者医療被保険者証を持参
●「転出届」を届け出る日に届出

●被保険者証を持参
●「転出届」を届け出る日に届出

市民課、川島振興事務
所、サービスセンター

水道料金事務センター
☎058-389-0051

中部電力(株 )各務原営業所
☎0120-985-911

医療保険課
☎058-383-1128

在籍している各学校へ

子育て支援課
☎058-383-1131

高齢福祉課
☎058-383-1778
川島振興事務所、サービ
スセンター

印鑑登録証または
市民カードの返却

●印鑑登録証または市民カードを持参
●「転出届」を届け出る日に届出

市民課、川島振興事務
所、サービスセンター

医療保険課
☎058-383-1099(国保 )
☎058-383-1128( 後期 )
川島振興事務所、サービス
センター

●「住所・氏名・お客様番号」を電話などで連絡(料金の精算のため)
●使用中止日が決まりしだい早めに届出 平日9:00 ～ 20:00

土曜日9:00 ～ 17:00

子
ど
も
の
い
る
世
帯

9:00 ～ 18:00
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場
所　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
課
前
、
市
役
所

本
庁
舎
北
玄
関
横
、
ア
ピ
タ
各
務
原
店
、
イ

オ
ン
各
務
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、鵜
沼

空
中
歩
道

交
付
で
き
る
も
の　

▽
印
鑑
登
録
証
明
書

(

本
人
の
も
の)

▽
住
民
票
の
写
し(

本
人
お

　

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

の
交
付
に
は
、自
動
交
付
機
を
利
用
さ
れ
る

と
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
、夜
間
や
休
日
で

も
証
明
書
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
、大
変

便
利
で
す
。ま
た
手
数
料
も
自
動
交
付
機
を

利
用
の
場
合
は
２
０
０
円
（
窓
口
は
３
０
０

円
）
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、暗

証
番
号
を
登
録
し
た「
各
務
原
市
民
カ
ー
ド
」

が
必
要
で
す
。

よ
び
同
一
世
帯
員
の
も
の) 

▽
個
人
の
所

得
課
税
証
明
書(

本
人
の
も
の
。
申
告
さ

れ
て
い
る
場
合
に
限
る) 

▽
個
人
の
市
県

民
税
納
税
証
明
書(

本
人
の
も
の
。
未
納

が
な
い
場
合
に
限
る) 

▽
軽
自
動
車
税
の

車
検
用
納
税
証
明
書(

課
税
さ
れ
て
お
り
、

未
納
が
な
い
場
合
に
限
る)

利
用
時
間　

▽
市
役
所
本
庁
舎
市
民
課

前
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
開
庁
日
の
み
）
▽
市
役
所
本
庁
舎
北
玄

関
横
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
▽

ア
ピ
タ
各
務
原
店
＝
開
店
時
間
〜
午
後

９
時
、
イ
オ
ン
各
務
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
＝
開
店
時
間
〜
午
後
９
時
▽

鵜
沼
空
中
歩
道
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
10
時
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除

く
。
ま
た
、
保
守
点
検
な
ど
に
よ
り
使

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

費
用　

１
通
に
つ
き
２
０
０
円（
軽
自
動

車
税
の
車
検
用
納
税
証
明
の
み
無
料
）

備
考　

▽
各
務
原
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
の
み
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
▽
税
証
明
は
過
去
３
年

分
の
発
行
で
す

詳
細　

▽
自
動
交
付
機
、市
民
カ
ー
ド
に

つ
い
て=

市
民
課 

☎
０
５
８（
３
８
３
）１

０
７
８
▽
税
証
明
に
つ
い
て=

税
務
課

☎
０
５
８（
３
８
３
）４
７
０
３

自
動
交
付
機

に
つ
い
て

住
民
票
の
写
し
な
ど
証
明
書
は

自
動
交
付
機
が
便
利
で
す

市
民
カ
ー
ド
の
新
規
登
録
・
旧

印
鑑
登
録
証
か
ら
の
切
り
替
え

な
ど
の
手
続
き

持
参
品　

印
鑑
登
録
用
の
印
鑑
、旧
印
鑑
登

録
証
、市
民
カ
ー
ド（
暗
証
番
号
の
入
っ
て

な
い
方
）、運
転
免
許
証
・パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

写
真
付
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

受
付
場
所　

市
役
所
市
民
課
、

川
島
振
興
事
務
所
、市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

写
真
付
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

各務原市内で住所を異動する場合（転居）

※「小中学校の転校」に関するお問い合わせは学校教育課☎058-383-1118へ
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 　　　必要な届出　　　　　　　　　　届出人、いつまでに、持参品　 窓口

子
ど
も
の
い
る
世
帯

該
当
す
る
方

全
世
帯
共
通

転居届

水道の使用中止

電気の使用中止

こども医療
受給者証

児童( 扶養) 手当
などの手続き

小中学校の転校※

国民健康被保険者証
記載内容変更

後期高齢者医療
被保険者証

介護保険の手続き

●届出は原則本人または世帯主
●届出人の身分証明書を持参

▽ 同一世帯の代理人が届出＝代理人の身分証明書、印鑑

▽ 別世帯の代理人が届出＝代理人の身分証明書、印鑑、委任状が必要
●転居後14 日以内に届出

●「住所・氏名・お客様番号」を電話などで連絡(料金の精算のため)
●使用を中止する2、3 日前に届出

●こども医療受給者証を持参
●「転居届」を届け出る日に届出

●印鑑を持参
●「転居届」を届け出る日に届出

●「在学証明書」「教科書給与証明書」( 在学校で交付 ) を持参
●転居が決まったら届出

●被保険者証を持参
●「転居届」を届け出る日に届出

●「転居届」を届け出た数日後、医療保険課より新住所へ被保険
者証を送付。その後、旧被保険者証を返却。

●被保険者証を持参
●「転居届」を届け出る日に届出

市民課、川島振興事務所、
サービスセンター

水道料金事務センター
☎058-389-0051

中部電力(株 )各務原営業所
☎0120-985-911
平日9:00 ～ 20:00
土曜日9:00 ～ 17:00

医療保険課
☎058-383-1128

市民課、川島振興事務
所、サービスセンター

医療保険課
☎058-383-1099(国保 )
☎058-383-1128( 後期 )
川島振興事務所、サービス
センター

高齢福祉課
☎058-383-1778
川島振興事務所、サービ
スセンター

子育て支援課
☎058-383-1131

●「住所・氏名・お客様番号」を電話などで連絡(料金の精算のため)
●使用中止日が決まりしだい早めに届出

9:00 ～ 18:00



　

住
宅
火
災
の
死
者
数（
放
火
自
殺
者
な

ど
を
除
く
）
は
毎
年
連
続
し
て
１
０
０
０

人
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
６
割
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
。ま
た
、亡
く
な
っ

た
方
の
年
齢
層
で
６
割
を
占
め
る
の
が
65

歳
以
上
の
方
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
た

め
、
さ
ら
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の

増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
各
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
の
午
後
、
火
災
警
報
器

が
設
置
さ
れ
て
い
た
市
内
の
民
家

で
、
留
守
中
に
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

民
家
の
隣
に
住
む
女
性
が
警
報
音

に
気
付
き
、
民
家
か
ら
煙
が
出
て
い

る
の
を
発
見
。
付
近
の
方
に
知
ら
せ

ま
し
た
。

市
の
火
災
統
計
ま
と
ま
る

　

平
成
21
年
中
の
総
出
火
件
数
は
41
件
。

内
訳
は
、
建
物
火
災
15
件（
前
年
比
11
件

減
）、林
野
火
災
２
件（
同
２
件
減
）、車
両

火
災
８
件（
同
２
件
減
）、そ
の
他
火
災
16

件（
同
２
件
増
）で
、全
体
で
前
年
よ
り
13

件
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
昭
和
41
年
以
降
、最
も
少

な
い
出
火
件
数
で
す
。し

か
し
損
害
額
の
合
計
は
、

８
９
７
９
万
２
千
円
で
、前

年
よ
り
５
４
７
１
万
７
千

円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
８（
３
８
２
）３
１

３
７

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を

感
知
し
て
、
音
声
や
ブ
ザ
ー
音
で
火
災

を
知
ら
せ
ま
す
。
火
災
に
早
期
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
逃
げ
遅
れ
な
ど
を
防

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
は
設
置
義
務
化
に
よ
り
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
半
減
し
て

お
り
、
日
本
で
も
警
報
器
の
早
期
普
及

に
よ
る
住
宅
火
災
の
低
減
が
期
待
さ
れ

ま
す
（
平
成
21
年
消
防
白
書
よ
り
）。

死
亡
原
因
の
多
く
が　
　

「
逃
げ
遅
れ
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
は

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

市
の
設
置
率
は
39

％
。火
災
発
生
を
早
く

知
り
、自
ら
の
命
を
守

る
た
め
、住
宅
用
火
災

警
報
器
の
取
り
付
け
を

お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ

な
ぜ
警
報
器
は
必
要
な
の
か

住宅用火災警報器の啓発パネルを
市役所１階ロビーで展示中です。
ぜひご覧ください。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
な
た
を
守
る

て
い
ま
す
。

　

購
入
の
際
は
、
光
電
式
煙
感
知
器
で
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク(

日
本
消
防
検
定
協
会
が
品
質

保
証)

の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

設
置
場
所
は
、
寝
室
や
階
段
の
天
井
・
壁

面
で
す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
や
お
近
く

の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
は
お
す
み
で
す
か

火災警報器とNSマーク

主な出火原因 件数 (前年比 )
たばこ   8 件 (+5 件 )
こんろ   5 件 (+1 件 )
放火・放火の疑い   5 件 (+2 件 )

警
報
音
に
気
付
き
、

留
守
宅
の
出
火
を
防
ぐ

３
月
１
日
～
７
日
は
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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森　真

　

冬
の
各
務
野
立
志
塾
に
参
加
し
た

生
徒
か
ら
感
想
文
が
届
き
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
３
泊
４

日
、
雪
の
白
川
郷
で
市
内
全
中
学
校

の
生
徒
会
が
対
象
で
し
た
。
講
師
は

著
名
な
大
学
教
授
、
商
工
会
議
所
幹

部
、
市
長
等
で
す
。

　

立
志
塾
は
、夏
と
冬
、年
２
回
開
催

し
て
い
ま
す
。目
的
は
、生
徒
会
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
で
す
。
教
師
が

生
徒
に
、
親
が
生
徒
に
、
地
域
が
生

徒
に
そ
し
て
生
徒
が
生
徒
に
好
影
響

を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
す
。

　

参
加
生
徒
の
成
長
ぶ
り
は
、
概
し

て
担
任
の
先
生
や
学
校
長
、
そ
し
て

親
が
驚
く
ほ
ど
の
よ
う
で
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
世
界
遺
産
白
川
郷
の

ト
ヨ
タ
の
美
し
い
研
修
施
設
と
い
う

非
日
常
の
教
育
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

二
つ
は
合
宿
研
修
（
英
国
の
著
名
な

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
を
参
考
）、
三

つ
は
各
界
ト
ッ
プ
の
講
師
陣
。

　

私
は
、「
成
長
の
推
力
は
、
夢
と
た

く
ま
し
さ
」
の
題
で
、
人
間
で
も
都

市
で
も
国
家
で
も
、
目
標
と
そ
れ
に

向
か
う
た
く
ま
し
さ
が
肝
要
と
、
日

本
史
や
世
界
史
の
中
の
い
く
つ
か
の

例
と
、
私
の
人
生
体
験
か
ら
知
っ
て

い
る
多
く
の
友
人
の
例
を
あ
げ
、
実

証
的
に
く
り
か
え
し
説
明
し
ま
し
た
。

　

一
時
間
半
の
私
の
講
話
を
皆
真
剣

に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
全
員
が
私

を
注
視
す
る
中
、
私
も
一
人
ひ
と
り

を
見
つ
め
、
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
問
あ
る
い
は
意
見
の

時
間
。
驚
い
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど

全
員
の
生
徒
が
挙
手
、
そ
の
一
人
ひ

と
り
に
て
い
ね
い
に
答
え
ま
し
た
。

　

各
学
校
別
の
生
徒
会
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
映
像
と
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。

　

私
ど
も
の
中
学
時
代
の
ス
ピ
ー
チ

よ
り
は
る
か
に
良
い
。言
語
が
明
快
、

声
に
抑
揚
、説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

手
元
に
も
ら
っ
た
生
徒
た
ち
の
感
想

文
を
読
み
ま
す
と
、
高
校
生
対
象
く

ら
い
の
私
の
講
話
を
彼
ら
は
完
全
に

理
解
し
て
い
ま
す
。

～各務野立志塾～

志とたくましさ①

　

21
年
中
に
救
急
車
が
出
動
し
た
件
数

は
、４
９
０
４
件
で
前
年
よ
り
も
76
件
減

少
し
ま
し
た
。
主
な
出
動
内
容
は
、急
病
、

交
通
事
故
、一
般
的
な
ケ
ガ
で(

グ
ラ
フ

参
照)

全
体
の
約
９
割
を
占
め
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

は
じ
め
、
搬
送
法
や
ケ
ガ
の
手
当
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
習
会
を
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
自
分
自
身

の
た
め
に
も
正
し
い
知
識
、
技
術
を
身

に
付
け
ま
せ
ん
か
。

　

日
程
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
随
時

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

消
防
本
部
救
急
警
防
課
☎
０
５

８（
３
８
２
）３
５
９
６

　

連
絡
を
受
け
て
駆
け
つ
け
た
近
く

の
方
が
、民
家
の
台
所
で
空
だ
き
状

態
の
鍋
を
発
見
。す
ぐ
に
消
火
活
動

を
し
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　

警
報
音
に
気
付
い
た
女
性
は
「
警

報
音
が
な
か
っ
た
ら
、
火
災
に
気
付

か
な
か
っ
た
と

思
う
」と
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警

報
器
が
効
果
を

発
揮
し
た
事
例

で
し
た
。

急病　
2935 件

ケガ
672件

　

出
動
件
数

は
、
２
年
連
続

で
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら

も
本
当
に
救
急

車
が
必
要
な
方

その他
597件

の
た
め
に
救
急
車
の
適
正

利
用
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
に
か
か
り
た
い
場
合
、
救

急
医
療
情
報
案
内
☎
０
５
８
（
３
８
２
）

３
７
９
９
が
便
利
で
す
。
年
中
無
休
24
時

間
体
制
で
医
療
機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
案
内
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

救
急
統
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

救
命
講
習
会
を
開
催
中

受
講
し
ま
せ
ん
か

▼21年中の
　主な救急出動内容

交通事故　
700件

�� 広報かかみがはら 2010.3.1
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　日本国憲法
が男女同権・
平等を定めて
から半世紀以
上が経ちまし
た。しかし、
今日でも「男性、女性はこうあ
るべき」「こうしたことには適
していない」という考え方が、
私たちの意識や行動、社会の制
度や慣習に根強く存在していま
す。
　男性・女性という性別にとら
われることなく、互いにその人
権を尊重し責任も分かち合いな
がら、その個性と能力を十分に
発揮できる社会、男女がともに
夢や希望を実現できる社会を、
みんなで築いていきましょう。
資料提供　ライフデザイン課

心の通い合う街⑥
男女共同参画社会

　障がい者の方と一緒に新境川の清掃
ボランティアに参加しませんか。
日時　3月14日(日)　9:30 ～ 11:00
場所　新境川那加橋～新那加橋の両岸
（市民公園西側集合）

新境川清掃奉仕

今月の納税 
3 月 31 日（水）まで

国民健康保険料              10 期
介護保険料        　　　　3 月分
後期高齢者医療保険料　    9 期

持参品　運動靴、軍手、ゴミばさみ、
雨具など
備考　

△

ゴミ袋は用意します

△

小雨決
行

△

車は市民公園周辺などの公共駐車
場へ (2時間無料 )
詳細　社会福祉課☎ 058-383-1126

　皆さんの特技
や知識・経験を
自分だけのもの
にどどめないで、
地域で活かしましょう。
　また、講師に適している方の
推薦もお待ちしています。
登録期間　最長２年（奇数年度
初めに更新）
内容　 ▽講演会などでの講話 ▽

イベントで一芸披露 ▽学校の授
業やクラブ活動での指導など
申込　ライフデザイン課、ライ
フデザインセンターなどにある
「市民講師登録申請書（推薦書）」
をライフデザイン課へ。市ウェ
ブサイトからもダウンロードで
きます。
備考　審査・承認後「市民講師
登録情報調査票」「指導内容の
PR」の提出が必要
申込と詳細　ライフデザイン課
☎ 058-383-1210、 058-3
89-0765、メール life-design02
@city.kakamigahara.gifu.jp

市民講師になって
知識や経験を活かそう

日時　3月 21日(日)　13:30～
場所　産業文化センター 2 階
第 3会議室 (那加桜町 2)
内容　「織田信長の楽市楽座と
制札」鈴木秀雄・県郷土資料研
究協議会岐阜地区幹事
費用　一般 500円、会員無料
申込　当日会場受付
詳細

　

各務原歴史研究会・横山
☎ 058-384-1983

各務原歴史研究会
講演会

日時　4月 3日 (土)　8:30 ～
13:00(雨天順延、予備日は 4日 )
場所　学びの森 (那加雲雀町 )
対象　市内在住、在勤の方
定員　450 人 ( 申込順 )
費用　1人500円
申込と詳細

　

3 月
20 日までに費用
を添えて市グラウ
ンド･ゴルフ協会
事務局・堀☎ 09
0-6339-3711

桜まつり
グラウンド･ゴルフ大会

　4月から新小学 1年生になる
お子さんは、今までお使いの「乳
幼児医療費受給者証」から ｢こ
ども医療費受給者証」に切り替
わります。対象の方に「受給者
証交付申請書」をご自宅へ郵送
しますので、必ず申請してくだ
さい。申請された方にのみ受給
者証を交付します。
申込　3月15日(必着)までに、
申請書に必要事項を記入し、お
子さんの加入している健康保険
証のコピーを添付して、同封の
封筒で返送、または医療保険課、
市民サービスセンター、川島振
興事務所へ提出
備考　申請書の記入・押印漏れ、
保険証コピー未添付は受け付け
できませんのでご注意ください
詳細　医療保険課☎ 058-383-
1128

新小学1年生の皆さん
医療助成の切り替えを

　市内の私有建物で、屋上や壁
面緑化を行う方に、工事費の 2
分の１( 最高 30 万円 ) の緑化
補助金を交付します。
補助対象　

△

屋上緑化＝建築物
の屋上を樹木、地被植物、草花
などで緑化する事業（プラン
ターなど移動可能なものは除
く）

△

壁面緑化＝建築物の壁面
を、専用フェンスなどの補助資
材を設置して、ツル性植物など
で通年緑化する事業
申込　工事に着手する 14日前
までに、必要書類を添えて、水
と緑推進課へ
詳細　水と緑推進課☎058-383-
1533

屋上緑化と壁面緑化の
補助制度



�� 広報かかみがはら 2010.3.1

　さまざまな不安や不自由をも
ちながら生活している高齢者
を、「近隣ケアグループ」が地
域の中で見守る活動を行ってい
ます。
　新規登録希望の方はご相談く
ださい。引き続き 22 年度も活
動を実施される場合は登録更新
をお願いします。
申込と詳細　 新規登録の方は随
時、登録更新の方は 4 月 13 日
までに、高齢福祉課☎ 058-38
3-1779

近隣ケアグループの
新規登録・更新

　開村 45 周年を記念し、日ご
ろの感謝の意を込めて、各務原
市の皆さんを無料でご招待しま
す。ぜひ、この機会に明治村を
お楽しみください。
期日　3 月 28 日 (日)
場所　博物館明治村 ( 愛知県犬
山市内山 1)
対象　市内在住の方
持参品　各務原市在住が証明で
きるもの（入村窓口で提示、1
人の証明で 4 人まで入村可）
備考　 ▽駐車料金は別途必要 ▽

招待当日は人気の宝探しゲーム
「明治探険隊Ⅴ」も開催中
詳細

　

博物館明治村☎ 0568-6
7-0314

明治村開村 45周年
各務原市民感謝デー

　困った時にお子さんを一時的
に預かるファミリーサポート事
業を皆さんによく知っていただ
くための交流会を開催します。
日時　3 月 12 日 ( 金 )　11:30 ～
13:00
場所　総合福祉会館 3 階遊戯室
( 那加桜町 2)
内容　パンケーキにチョコレー
トなどでデコレーションを楽し
みながらのランチ
対象　おおむね小学校 3 年生ま
でのお子さんのある親子や、子
育ての支援を行うことに関心の
ある方
備考　ファミリーサポート事業
は有料
申込と詳細

　

3 月 1 日　8:30 ～
「参加者全員の氏名、年齢、電
話番号」を社会福祉協議会☎ 0
58-383-7610、 058-382-
3233、メール shakyo@chive.
ocn.ne.jp

ファミリーサポート
事業交流会

　国際協力機構（JICA）は、世
界の開発途上国で現地の人々と
同じ生活をしながら、ともに働
き、国づくりに貢献するボラン
ティアを募集しています。
対象　青年海外協力隊、シニア
海外ボランティア
募集期間　4 月 1 日～ 5 月 17 日
合同体験談・説明会　4 月 14 日
(水) 18:30 ～ 県民ふれあい会
館（岐阜市薮田南 5）
詳細　（社）海外青年協力協会中
部支部☎ 052-459-7229、ホーム
ページ http://www.jica.go.jp

海外ボランティア

　

高齢者にありが
ちな運動不足をマ
シ ン ト レ ー ニ ン
グで解消しましょ
う。 少 人 数 の グ
ループで分かりやすく指導しま
す。総合体育館や市民プールの
トレーニングルームが利用でき
る受講証を発行します。
日程　3月10 日（水）・17 日(水)△

9:30 ～ 12:00= 総合体育館△

13:30 ～ 16:00= 市民プール
対象　市内在住の60歳以上の方
定員　各 5 人（申込順）
費用　250 円
備考　講習は一般利用者の利用
時間帯に行います。1 回で終了
申込と詳細　3 月 1 日～高齢福
祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

日時　4 月 1 日
（木）　14:00 ～
16:00
場所　産業文化
センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
対象　4 月に市内事業所へ新卒
で就職される方
内容　

△

式典

△

	新社会人への
激励講演「自分を磨けば輝け
る！～イチロー・田中将大との
出会いを通じて～」奥村幸治・
パーソナルトレーナー
申込と詳細

　

参加を希望される
方は事業所を通して 3 月 10 日
までに商工振興課☎ 058-383-
9912、メール syoko03@city.
kakamigahara.gifu.jp

奥村幸治さん

新就職者激励の集い

各務原市役所代表☎ 058-383-1111　  ウェブサイト      　http://www.city.kakamigahara.lg.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 携帯ウェブサイト　http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/



広報かかみがはら 2010.3.1� �

　

 創りあげよう「語らい」と「ふれあい」のある 美しいまちを

　各務原市では，「家族や地域の絆を深め，地域の子は，地域で守り育てる」という視点に立ち，
青少年が地域の人々とふれあい，地域が一体となった安心して生活できるコミュニティーづくり
を進めています。通学路見まもり隊の活動もその中の一つです。

「通学路見まもり隊」の活動

　「通学路見まもり隊」は、現在市内の全小
学校区で3596人が登録をして活動していま
す。「できるときに　できることを　楽しみ
ながら」を基本とし、無理をせず工夫して活
動をしていただいく中で、見まもり隊と子ど
もたちとのふれあいが広がってきています。
　特に毎日活動しているシニアや保護者の方
の中には、子どもたちとのふれあいを楽しん
だり、見守り活動を生活の一部としてとらえ
たりして「地域の子どもたちは地域で守り育
てる」ことが定着しつつあります。

見守り活動の成果

　見まもり隊の活動によって、市内の小中
学生への不審者被害報告数は、大幅に減少
しました。平成 15 年度の年間報告数 77 件
から見まもり隊の発足によって平成 16年度
は、年間 40 件に減少し、その後も 40 件以
下で推移しています。今年度も1月末現在で、
例年を下回る 24件となっています。

文部科学大臣表彰を受賞

　見まもり隊の地道な活
動とその功績が認められ、
平成 21 年 11 月 10 日に
文部科学大臣表彰「学校
安全ボランティア活動奨
励賞」を受賞しました。

「通学路見まもり隊」との交流

　春には、小学校区ごとに見まもり隊と小学
生との対面式を開催しています。見まもり隊
員と子どもたちが顔を合わせ一緒に下校する
姿には、心と心のふれあいが感じられました。
　秋に開かれる「通学路ふれあい交流会」で
は、子どもたちの安全の確保や健全育成につ
いて話し合い、見まもり隊の活動や家庭や
地域・学校の役割を考え、連携を深める機会
となっています。小学校で行われている通学
班会に参加して、地区の子どもたちと地区担
当の先生・保護者とともに通学時の安全やマ
ナーについて考える校区も増えてきていま
す。
　また、子どもたちから見まもり隊に手作り
のプレゼントや感謝状、感謝の言葉を贈ると
ころもあり、子どもたちと見まもり隊員の距
離を縮めふれあいを深めています。

見まもり隊員募集

　見まもり隊の活動も来年度で 7年目に入
ります。これからも地域や家庭、学校の「絆」
を深め、安心と｢ふれあい｣のあるまちづくり
を推進していきます。参加していただける方は、
各地区の青少年育成市民会議事務局 (稲羽・
鵜沼市民サービスセンター内、蘇原北福祉セ
ンター内)か青少年教育課へご連絡ください。
詳細　青少年教育課☎ 058-383-1484

通学路見まもり隊

通学路での見まもり活動

手作りの感謝状を贈呈
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3月のウェブマガジンも見てね !!
　市民の皆さんも毎回登場しています。パ
ソコンで、市ウェブサイト http://www.city.
kakamigahara.lg.jp/ からご覧ください　

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
　＊特集「簡単ビデオ講座」　＊つくってみようほか

●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
　＊特集「栄養たっぷり学校給食」＊学校自慢「緑陽中学校」
●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
　＊特集「団体紹介 虹の家」　＊キラリさん「前田清之さん」ほか

●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
  ＊特集「ひだ・みの創作オペラ」＊自慢の一品 ほか

　子ども会活動に功績があった
方に表彰状などが贈られました。
表彰されたのは次の皆さんです

（敬称略）。
【協力者】 ▽那加二＝中村篤子

▽鵜沼一＝榊原功
【インリーダー】 ▽ 那加一＝渡
辺百香、池田圭甫 ▽那加二＝辻
太規、水野智仁 ▽那加三＝片岡
直也、田島恵大 ▽尾崎＝堀洸輔、
横山知長、森聡子、藤井裕子、
道藤はなみ ▽ 稲羽西＝福田裕
也、宮崎伸之輔 ▽稲羽東＝加藤
鴻一、丹羽智哉、長縄咲希 ▽川
島＝浅野朱理、野田彩夏 ▽鵜沼
一＝薫田明歩、安達ひかり ▽鵜
沼二＝大宮茉莉奈、山川穂ノ佳

▽鵜沼三＝早川直貴、杉谷舞 ▽

緑苑＝矢野太郎、堀田実優 ▽八
木山＝生駒佳歩、今村円香、小
川舞夏 ▽陵南＝野々村美紀、河
合花恋 ▽各務＝左髙日向子、長
縄鮎香 ▽蘇原一＝遠藤愛実、小
櫻萌永 ▽蘇原二＝各務翔太、長
谷川翔、髙橋七海 ▽中央＝小林
夏実、丹羽萌花
【ジュニアリーダー】 ▽ 中央中
＝岡崎滉也、吉村友斗 ▽鵜沼中
＝上手優里 ▽ 蘇原中＝廣瀬夏
紀、弓岡美咲、藤澤咲 ▽川島中
＝平松和樹
【育成委員】 ▽那加一＝兼松広
美 ▽那加二＝杉山由美子、光石

俊子、領木ひとみ ▽尾崎＝藤井
麻由美、中島恵美子、河田洋子、
森笑子、中村佳子 ▽稲羽西＝伊
藤優子 ▽川島＝古田美幸樹、小
島正子 ▽鵜沼一＝北澤初美、大
脇慶子 ▽ 鵜沼二＝後藤美代子、
田中ゆかり、河野江利、大井幸
子 ▽緑苑＝白井こずえ ▽八木山
＝清水聡子 ▽ 陵南＝岡部千世、
三浦千佐子、西部保子 ▽各務＝
清水幸代 ▽蘇原一＝横山由里 ▽

中央＝金丸かおり、山田美貴
【成人指導者】 ▽ 那加三＝村上
恵 ▽尾崎＝山村岳俊 ▽稲羽西＝
丹羽紀子 ▽八木山＝益田由美代

▽各務＝黒井明子 ▽蘇原一＝河
添洋
【単位子ども会】 ▽ 那加一＝新
田、桐野 ▽ 那加二＝不動丘南、
不動丘北、大東町 ▽那加三＝本
町 ▽尾崎＝柄山 ▽稲羽西＝成清
町 ▽稲羽東＝６丁目 ▽川島＝河
田３班 ▽鵜沼一＝東町・山崎 ▽

鵜沼二＝各務原Ｂ班、各務原Ｃ
班 ▽鵜沼三＝宝積寺、新鵜沼台
５丁目 ▽八木山＝松が丘６・７
丁目 ▽各務＝川崎団地 ▽蘇原一
＝大島 ▽蘇原二＝吉新 ▽中央＝
川崎南
【育成団体】 ▽ 那加第一小学校
区子ども会育成会 ▽陵南小学校
区子ども会育成会 ▽蘇原第一小
学校区子ども会育成協議会
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484→

→ありがとうございます
市子ども会被表彰者

　市内小中学校に通学する児童
生徒の保護者で、経済的理由か
ら就学が困難と認められた方に、
学用品費・給食費などの援助を
行っています。
　現在、市内小中学校に通学し
ている児童生徒および今年 4
月に入学する児童生徒の保護者
の方で、次の要件に該当する方
は、通学する学校または在住地
区の民生委員児童委員に相談し
てください。
【対象要件】　平成 21 年度にお
いて次のいずれかの措置を受け
た方、または平成 22 年度にい
ずれかの措置を受けることに
なった方
要保護世帯　生活保護法に基づ
く生活保護世帯
準要保護世帯　 ▽生活保護法に
基づく保護の停止または廃止世
帯 ▽児童扶養手当法に基づく児
童扶養手当の受給世帯 ▽特別な
事情により市民税の減免を受け
た世帯 ▽保護者の職業が不安定
で、生活状態が著しく悪い世帯

【援助内容】
要保護世帯　児童生徒の修学旅
行費・医療費・日本スポーツ振
興センター掛金
準要保護世帯　児童生徒の学用
品費・修学旅行費・給食費・医
療費・日本スポーツ振興セン
ター掛金の一部
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

要保護・準要保護
児童生徒就学援助

　カラスの巣による停電事故を
未然に防ぐため、巡回作業を
行っています。カラスの巣を発
見した場合は順次撤去しますの
でご連絡ください。
詳細　中部電力㈱各務原営業所
配電課☎ 058-382-2612

カラスの巣による
停電事故防止
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【CATIA V5 サーフェイス】
期日　3月10日～12日(3日間)
費用　5 万 1000 円 ( 県内 )

【CATIA V5 アセンブリデザイ
ン】
期日　3月17日(水)、18日(木)
費用　3 万 4000 円 ( 県内 )

【CATIA V5 パワーコピー】
期日　3 月 16 日（火）
費用　1 万 7000 円 ( 県内 )

【共通事項】
備考　市の受講料補助制度があ
ります
申込と詳細　ＶＲテクノセン
ター☎ 058-379-6370

日時　3 月 16 日（火）13:30 ～
15:00
場所　地域包括支援センターつ
つじ苑ふれあいホール ( 大佐野
町 2)
内容　

△

講話＝「腸の健康と便」
㈱ヤクルト管理栄養士

△

体験＝
腸年齢チェックなど
対象　実際に介護をされている
方、介護に関心のある方
定員　20 人 ( 申込順 )
申込と詳細　3 月 10 日までに、
地域包括支援センターつつじ苑
☎ 058-371-2226

家族介護教室 →

→

日時　3 月 29 日（月）13:30 ～
15:00
場所　各務福祉センター ( 各務
おがせ町 5)
内容　介護者の交流会　
対象　実際に介護をされている
方、介護に関心のある方
定員　20 人 ( 申込順 )
申込と詳細　3 月 15 日までに、
地域包括支援センターカーサ・
レスペート☎ 058-385-3912

家族介護者のつどい

テクノプラザCAD研修

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児

4 月 26 日（月） 総合福祉会館 平成 21 年
5 月4 月 27 日（火） あさひ子ども館

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

【4 か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児

4月6日
（火） 総合

福祉会館

平成21 年
11 月 1 日～16 日

4月7日
（水）

平成21 年
11 月 17 日～30 日

4月8日
（木）

あさひ
子ども館 平成 21 年 11 月

期日 場所 対象出生児
4月12日

（月） 総合
福祉会館

平成20 年
9 月 1 日～16 日

4月13日
（火）

平成20 年
9 月 17 日～30 日

4月14日
（水）

あさひ
子ども館 平成 20 年 9 月

期日 場所 対象出生児
4月15日

（木） 総合
福祉会館

平成19 年
3 月 1 日～12 日

4月16日
（金）

平成19 年
3 月 13 日～31 日

4月20日
（火）

あさひ
子ども館 平成 19 年 3 月

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1 人 1 回分、無料）

【3 歳児健康診査】

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談

備考　目と耳に関するアンケー
ト用紙と尿を入れる容器を 3 月
中旬に郵送しますのでご持参く
ださい

【共通事項】
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、
稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診してくださ
い▷前月までの対象児で受診さ
れていない方は、今回受けてく
ださい▷健康診査の所要時間は
2 時間程度▷総合福祉会館で行
われる健診などの時間が 2 時間
を超えた方のみ、母子健康手帳
と駐車券を確認のうえ駐車補助
券をお渡しします。駐車場入口
で受け取られた駐車券を、健康
管理課までご持参ください
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票

（記入してお持ちください）
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

4 月の
乳幼児健康診査

　「献血」は、
16～69 歳 ( た
だ し 65 歳 以
上の方は、60
歳 ～ 64 歳 の
間に献血したことのある方 ) の
方にできる身近なボランティア
活動です。ぜひお立ち寄りくだ
さい。

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

4 月の「愛の献血」

　　▲献血キャラクター
　　「けんけつちゃん」

期日 受付時間 場所

4 月 1 日
（木）

9:30 ～ 12:00   
13:00 ～ 16:00

 イオン(株)
 各務原店

4 月 5 日
（月）

9:30 ～ 12:00   
13:00 ～ 16:00

 市役所
 正面玄関前

（定期街頭）
4 月 9 日
（金）

9:00 ～ 12:00   
13:00 ～ 15:30

マックスバリュ
 各務原店

4 月18 日
（日）

10:00 ～ 12:00   
13:00 ～ 16:00

 イトーヨーカ
 ドー各務原店
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　建築物に関連する防災知識の
普及や、防災関係法令・制度の
周知徹底を図るために制定され
た「建築物防災週間」。
　これに伴い、市内でも建築パ
トロールを実施しますので、ご
理解とご協力をお願いします。
詳細　建築指導課☎ 058-383-
1482

3 月 1日～ 7日は
全国建築物防災週間

　

市では毎月、休日と夜間に市
税の納税相談窓口を設けていま
すので、ご利用ください。
【休日相談日時】
3 月 14 日（日）　9:00～17:00

【夜間相談日時】
3月9日(火)、15日(月)、29日(月)、
30 日（火）　いずれも 17:15 ～
20:00
場所　市役所本庁１階税務課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎ 058-383-4773

3 月の市税休日・夜間
納税相談

　各務原都市計画区域マスター
プランおよび区域区分の変更に
関する公聴会を開催します。
【公聴会】
日時　3 月 22 日 ( 月 )　13:30 ～
場所　産業文化センター 7 階
第 1 会議室（那加桜町 2)
申込　公聴会で素案についての
意見陳述を希望する人は、公
述申出書 1 部を 3 月 1 日～ 15
日（必着）に直接、または郵送で
〒 500-8570 岐阜市薮田南 2-1-1
県都市政策課へ提出
備考　 ▽詳しくは県都市政策課
ホームページをご覧ください ▽

公述申出がない場合、公聴会を
開催しません
詳細　県都市政策課☎ 058-27
2-1111 内線 3755
【都市計画決定案（素案）の閲覧】
日時　3月1日～15日　9:00～
17:00（土・日曜日を除く）
閲覧場所と詳細　県都市政策課
☎ 058-272-1111 内線 3755、
市都市計画課☎ 058-383-1111
内線 2732

市街化区域の変更に
関する公聴会など

　利用者の皆さんに気持ちよく
安心してご利用いただくため、
温水プール給湯管の工事を行い
ます。トレーニングルームも使
用できません。休業中はご迷惑
をおかけしますが、よろしくお
願いします。
休業期間　3 月 21 日～ 25 日
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

市民プールの
臨時休業

応募資格　
○平成2年9月2日以前に生まれた方で、警察・税務・
選挙・興信所などの仕事に従事していない方
○調査により知り得た秘密を守り、最後まで責任を
もって調査事務を行っていただける方
国勢調査員の業務内容
各務原市内で担当していただく調査区内の世帯名
簿、地図の作成、調査票の配布・回収など

　平成 22 年 10 月 1 日、全国一斉に平成 22 年
国勢調査が実施されます。 
　この国勢調査は 5 年ごとに行われる国の基本
的な統計調査で、今回の調査は大正 9 年の第 1
回調査から数えて 19 回目にあたります。
　市では、この国勢調査に調査員として従事して
いただける方を募集します。

国勢調査の調査員を募集します
国勢調査員の任用期間
9 月上旬から 10 月下旬まで（予定）
国勢調査員の身分
総務大臣が任命する非常勤の国家公務員となり、調
査期間中および調査期間終了後に守秘義務が課せら
れます
国勢調査員の報酬
調査活動の対価として、国の基準による報酬が支払
われます
備考
調査区配置数の関係上、応募された方全員が国勢調
査に従事していただけない場合があります
申込と詳細
3 月 31 日までに市役所総務課☎ 058-383-1111
内線 2205

　優勝した皆さんです（敬称略）。
【男子】　 ▽一般＝川崎重工（長
澤・渡辺・安倍・田中・広江）

▽ 高校＝チェルシーセブンス
ターズ（河合・今村・伊藤・平
岡・白木） ▽中学＝那加中男子
A（川嶋・長屋・横山・奥村・呉）
【女子】　 ▽一般・高校＝アクト
ス各務原キムチ（村瀬・鬼澤・
野田・塩沢・細江） ▽中学＝那
加中女子 A（坂井・岡田・浅野・
牧田・大平）
詳細

　

スポーツ課☎ 058-383-
1231

おめでとうございます
市長杯争奪駅伝競争大会
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )／3 月 1、5、8、15、23、24、29 日は休館　 
　1・2・4 階＝図書館本館☎ 058-383-1122　3 階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 ( 川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日は休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日を除く）は休館
●東ライフデザインセンター☎ 058-384-0507 ／鵜沼朝日町 3-163-2 ／月曜日、祝日は休館
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各務野自然遺産の森
058-385-2773

	 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 4 月の「親と子の自然体験塾」講座
◆ 4 日（日）　各務野・自然観察ウオーク（ 1 ）～自
然遺産の森の四季・見て聞いて感じて楽しんで～
持参品／筆記用具、虫めがね、保険料 50 円
◆ 11 日（日）　あなたも和菓子職人「手作りちまき」
持参品／エプロン、タオル、お茶、材料費 200 円
◆ 18 日（日）　まゆ玉でお花作り「まゆ花」
持参品／筆記用具、材料費 200 円
◆ 25 日（日）　自然遺産の森・野鳥観察会･春の小
鳥編
持参品／筆記用具、あれば双眼鏡、保険料 50 円
【共通事項】
時間／25日は9:00～11:00、他は10:00～12:00
定員／11 日、18 日は 30 人、他は 100 人（申込順）
対象／小学生の親子、大人(11日は小学生親子のみ)
費用／１講座１人受講料 300 円。講座によっては
保険料なども必要（上記のとおり）
申込／ 3 月 1 日～ 15 日
①往復はがき =「開講日と講座名、参加者の住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号」と、返
信用にあて先を明記し、〒 504-8555 那加桜町
1-69、ライフデザイン課へ
②メール =「開講日と講座名、参加者の住所、氏
名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、返信用
メールアドレス」を明記し、syogaigaku ＠ city.
kakamigahara.gifu.jp へ
③市ウェブサイト http://www.city.kakamigahar
a.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210

所在地・休業日／ページ下に掲載

3階展示ホール
●第 4 回「季彩」写真展
3 月 17 日～22 日　9:00～17:00
( ただし 17 日は 12:00 ～、22 日は 15:00 まで )
詳細／谷☎ 058-384-7678

少年自然の家
058-370-5280

● 3 月のプラネタリウム
日時／3 月 14 日（日）　10:00～
11:00、27日（土）  18:30～19:30
費用 ／ 1 人 100 円
備考／途中入場ができません

● 3 月の天体観察会
日時／ 3 月 27 日（土）　19:30～20:30
備考／天候や参加人数で早めに終了する場合あり

所在地／〒509-0143鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）、祝日

中央図書館
058-383-1122

●図書館を使おう！図書館親子体験教室
日時／ 3 月 20 日（土）　13:00～15:00
場所／中央図書館（那加門前町 3）
内容／図書館の見学、図書館の使い方（本の探し
方）、ブックトークなど
対象／小学生とその保護者
定員／ 10 組（申込順）
申込／申込用紙を記入し、3 月 2 日～ 14 日に、中
央図書館 2 階受付カウンターまたはファクス
058-371-1145 へ
備考／申込用紙は市内図書館施設にあります

もりの本やさん
058-370-7175

●牛乳パックを使ったびっくり工作！
日時／ 3 月 30 日（火）　10:30～12:00
対象／小学生 10 人 ( 申込順 )　
備考／低学年は、必ず保護者同伴
持参品／牛乳パック空き箱 1 個、はさみ、セロテー
プ、カッター、カラーマジック
申込／ 3 月 13 日～もりの本やさんカウンターもし
くは電話受付

所在地・休業日／ページ下に掲載
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音楽の街　各務原

●浪曲演歌の真髄！米倉ますみ歌謡劇場
日時／ 3 月 18 日（木）　18:30～　市民会館
費用／ 5000 円（当日座席指定）
詳細／ MIN-ON 中部センター☎ 052-261-5391

●おめでとうコンサート
日時／ 3 月 20 日（土）　11:00～　文化ホール
備考／事前申込が必要
詳細／各務原幼稚園☎ 058-370-4311

●ふれあい歌謡発表会
日時／ 3 月 21 日（日）　10:00 ～　文化ホール　
詳細／前田☎ 058-384-5911

●ホワイエコンサート
日時／ 3 月 22 日（月・祝）　18:00～　市民会館ホ
ワイエ（ロビー）
出演／長谷川慎（三絃）、金光順子（ソプラノ）、ダ
ニエル・フォルロー（ピアノ）、遠藤宏幸（サクソフォ
ン）、清水祐男（トランペット）
主な演奏曲／荒れねずみ（地歌作物）、さくら横ちょ
う（中田喜直）、早春賦（中田章）、組曲二長調より

（ヘンデル）ほか
費用／一般 300 円（中学生以下無料）
定員／ 100 人程度
申込／電話などで市民会館へ予約してください
備考／未就園児も入場できます
詳細／各務原市民会館☎ 058-389-1818

●音楽発表会
日時／ 3 月 27 日（土）　13:00～　文化ホール　
詳細／そはら音楽教室☎ 0587-95-6989

● SHN カラオケ発表会
日時／ 3 月 28 日（日）　9:30～　文化ホール　　 
詳細／佐竹☎ 058-384-7457

●松栄堂楽器ヤマハ音楽教室発表会
日時／ 3 月 31 日（水）　① 12:00 ～ ② 16:00 ～
市民会館
詳細／㈱松栄堂楽器本店☎ 058-265-0481

所在地／蘇原中央町２-１- ８
休業日／月曜日（祝日の場合は除く）

東ライフデザインセンター
058-384-0507

●かかみがはらパッチワーク・キルト展
　「つないで広がる心のアート」
をテーマに、合計 300 点の作
品が産業文化センターに集結し
ます！
　今回特別出品としてアメリカ
ワイオミング州リバートンの方
の作品展示と、前回のキルト展
で皆さんが書いたメッセージ布
を運営委員全員で心を込めてつ
ないだキルト作品を展示します。
日時／ 3 月 12 日～14 日　10:00～17:00（14 日
は 16:00 まで）
開催場所／産業文化センターあすかホールほか

【3 月 13 日 (土) 開催のイベント】
◆表彰式＝ 13:30 ～
内容／コンテスト入賞者の表彰
◆お食事コーナー＝ 11:30～13:00
内容／「男の楽しい料理サークル」ボランティアに
よる春のキムチちらし寿司です（限定 50 食）　
費用／ 300 円

【キルト展開催中終日開催のイベント】
◆製作体験コーナー（こいのぼりコースター）
対象／キット購入の方
費用／ 500 円（材料代、売り切れ次第終了）
◆パッチワーク布バザー
費用／ 300 円と 500 円（売り切れ次第終了）
◆キルト CAFEコーナー＝ 11:00～15:00
内容／地域づくり型生涯学習ボランティアのカフェ
で、オリジナルクッキー付き。コーナー内で、キル
ト展限定のスイーツデコクリップも販売
費用／ CAFE は 200 円、スイーツデコクリップは
300 円と 500 円（売切れ次第終了）
◆特産品販売コーナー
内容／各務原商工会議所特産品作り研究会の皆さん
が出店します。

所在地・休業日／右ページに掲載

●しまじろうとゆうえんちへいこう！
劇場公演
日時／ 3 月 7 日（日）　① 12:30～② 15:30～　市
民会館
費用／全席指定　1500 円（3 歳以上は有料）
詳細／各務原市民会館☎ 058-389-1818

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●ポータブル PA システム、電子ピアノ
貸し出します
　市は、「音楽の街かかみがはら」を推進するため、
音楽イベントなどを市内で行う場合に限り、ポータ
ブル PA システムなどを有料で貸し出します。
費用／ ▽ポータブル PA システム（マイク４本、マ
イクスタンド４本付） ▽電子ピアノ（スタンド、ベ
ンチ付）各セット１日 500 円
申込と詳細／貸出日の 3 カ月前から 3 日前までに
観光文化課☎ 058-383-1042

▲皆さんのメッセージを
　作品にしたキルト



　

み
ん
な
の
広
場
●

那加第三小学校

がんばった
大なわ

　

わ
た
し
の
ク
ラ
ス
で
は
、
大

な
わ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
、大
な
わ
を
始
め
た
時
、

み
ん
な
と
い
き
が
合
わ
な
か
っ

た
り
、
ひ
っ
か
か
っ
た
り
す
る

子
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
で

も
昼
休
み
な
ど
の
休
み
時
間
に

み
ん
な
で
、
練
習
を
続
け
て
、

●
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

平
日
の
11
時
か
ら
、
体
操
や
、

手
遊
び
、
紙
芝
居
な
ど
を
み
ん
な

で
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
3
月
の
お
楽
し
み
行
事

　

週
に
１
回
程
度
、
乳
幼
児
の
た

め
の
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

時
間　

表
記
な
し
は
11
時
～

【
全
館
共
通
】　

▽
10
日（
水
）＝

2
・
3
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
▽
17

日（
水
）＝
入
所
入
園
お
祝
い
会

【
さ
く
ら
】　

▽
2
日（
火
）＝
ジ
ー

ジ
ー
中
村
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う

▽
23
日（
火
）＝
大
型
絵
本「
ね
ず
み

の
で
ん
し
ゃ
」
▽
29
日（
月
）＝
大

型
紙
芝
居「
お
べ
ん
と
う
な
あ
に
」

【
あ
さ
ひ
】　

▽
3
日（
水
）＝
ひ

な
ま
つ
り
▽

17
日（
水
）＝

ジ
オ
ジ
オ
絵

本
タ
イ
ム
14

時
～
▽
25
日

（　
木　
）＝
ジ
ー

ジ
ー
中
村
お

も
ち
ゃ
で
あ

そ
ぼ
う

【
そ
は
ら
】
▽
4
日

（
木
）＝
大
型
紙
芝
居

「
ち
い
さ
い 

お
お
き

い
」
▽
23
日（
火
）＝

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
ど

ん
な
色
が
す
き
」

【
う
ぬ
ま
東
】
▽
3
日

（
水
）＝
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

▽
17
日（
水
）＝
に
こ
に
こ
キ
ッ

ズ
15
時
30
分
～
▽

24
日（
水
）＝
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
「
へ
ん

て
こ
り
ん
な
写
真
」

【
か
わ
し
ま
】
▽
3
日（
水
）
＝

ひ
な
ま
つ
り
会
▽
26
日（
金
）＝

人
形
劇「
ノ
ン
タ
ン 

あ
わ 

ぷ

く
ぷ
く 

ぷ
ぷ
ぷ
う
」
▽
4
・
11

・
18
・
25
日（
木
）＝
ち
ゃ
ま
ち

ゃ
ま
絵
本
タ
イ
ム　
　

ひ
っ
か
か
っ
た
子
の
半
分
は
、

と
べ
る
よ
う
に
な
り
少
し
ず
つ

い
き
も
合
っ
て
き
ま
し
た
。
毎

日
練
習
を
し
て
２
０
０
回
と
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
毎
日
練
習
を
続
け

れ
ば
成
果
は
出
る
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
回
と
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
け
ど
す
ぐ
に
あ
き
ら

め
る
子
が
で
て
き
ま
し
た
。
集

中
す
る
子
が
少
な
く
な
っ
て
、

１
５
０
回
く
ら
い
に
も
ど
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

あ
き
ら
め
て
い
る
子
に
「
が
ん

ば
ろ
う
よ
」
と
声
を
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
、
あ
き
ら
め
る
子

が
へ
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、

い
ろ
い
ろ
な
子
に
声
か
け
を
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
練
習
を

し
て
、
３
週
間
く
ら
い
た
っ
た

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
）
木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

みんなであそぼの様子

時
に
「
大
な
わ
大
会
が
あ
る
の

で
、ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
な
わ
大
会
当
日
、
わ
た
し

は
、
２
０
０
回
を
め
ざ
そ
う
と

思
い
ま
し
た
。
大
な
わ
大
会
が

始
ま
っ
て
き
ん
ち
ょ
う
し
て
き

ま
し
た
。
と
び
は
じ
め
て
ひ
っ

か
か
る
子
が
多
か
っ
た
け
ど
練

習
の
成
果
を
出
そ
う
と
ひ
っ
し

に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
記
録
は

１
９
０
回
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け

ど
、
練
習
の
成
果
を
出
せ
た
の

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
大
な
わ
を
や
っ

て
み
て
、
練
習
す
れ
ば
何
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
練
習
し
て
で
き
る
事

を
ふ
や
し
た
い
で
す
。

文
・
４
年　

亀
山
由
梨
菜
さ
ん
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名
鉄
を
は
じ
め
、
全
国
の
民

営
鉄
道
72
社
が
加
盟
す
る「
日

本
民
営
鉄
道
協
会
」。
協
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
鉄
道
に
対

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
小
学
生
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
３
０
０

０
以
上
の
作
品
か
ら
、
最
優
秀

作
品
賞
同
協
会
会
長
賞
に
選
ば

れ
た
の
は
石
原
蔵
人
く
ん
。
市

内
小
学
校
に
通
う
５
年
生
だ
。

　

広
報
紙
で
新
鵜
沼
駅
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
た
こ
と
を
知
っ

た
石
原
君
。
高
齢
の
た
め
車
い

す
を
つ
か
っ
て
い
る
自
身
の
お

じ
い
さ
ん
の
事
を
思
い
、
こ
れ

を
調
べ
て
み
よ
う
と
決
意
。
車

い
す
を
持
ち
込
み
、
新
鵜
沼
駅

と
犬
山
駅
で
取
材
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
お
父
さ
ん
に
車
い
す

を
運
ん
で
も
ら
っ
た
が
、
そ
こ

か
ら
先
は
す
べ
て
石
原
君
が
一

人
で
取
材
。
駅
員
さ
ん
に
相
談

し
、
石
原
君
自
身
が
車
い
す
に

乗
っ
て
、
専
用
駐
車
場
か
ら
発

売
機
へ
行
き
切
符
を
購
入
。
電

車
の
乗
り
降
り
も
行
っ
た
。
そ

こ
で
車
い
す
で
も
届
く
場
所
に

手
す
り
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
あ

る
な
ど
、「
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
駅
が
障
が
い
を
持
つ

人
の
た
め
に
す
ご
く
工
夫
し
て

い
る
ん
だ
」
と
実
感
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
大
切
さ
や
、
駅
員

さ
ん
の
親
切
さ
な
ど
、
調
べ
た

結
果
を
１
カ
月
か
け
て
丹
念
に

ま
と
め
、「
く
ら
し
と
鉄
道
新

聞　

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と

題
し
た
。
こ
の
実
体
験
な
ら
で

は
の
記
事
が
今
回
の
受
賞
の
決

め
手
だ
っ
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
電
車
が
大
好
き
。

今
で
は
本
棚
に
大
人
が
読
む
よ

う
な
鉄
道
関
係
の
本
が
ズ
ラ
リ

と
並
び
、
時
刻
表
を
片
手
に
乗

り
換
え
時
間
を
調
べ
る
の
が
楽

し
み
の
１
つ
だ
。「
電
車
は
速

い
し
、
形
が
独
特
で
か
っ
こ
い

い
」
と
、
に
こ
に
こ
笑
う
。
夢

は
「
電
車
の
運
転
手
」。
乗
客

の
気
持
ち
が
わ
か
る
優
し
い
運

転
手
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
駅
で
困
っ
た
人
を
み
つ
け
た
ら
、
自
分
に

　
　

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
み
つ
け
た
い
」

エアロビサークル

どんぐりビクス

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
一
緒
に

来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

20
代
～
40
代
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に

き
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時　

毎
週
火
曜
日　

午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

新
鵜
沼
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー（
新
鵜
沼
８
）

講
師　

菊
池
雅
子
さ
ん

会
費　

半
年
会
員
の
方
＝
１
回

３
５
０
円
×
回
数　

会
員
外
の

方
＝
１
回
５
０
０
円

詳
細　

米
田
☎
０
９
０(

１
３

５
９
）
６
０
６
９
（
午
後
５
時

～
８
時
の
間
）

「
私
と
み
ん
て
つ
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
受
賞

石
原
蔵く

ら
う
ど人
く
ん

　

子
育
て
中
で
も
運
動
が
し
た

い
、
き
れ
い
な
体
型
で
い
た
い
。

で
も
、
子
ど
も
を
連
れ
て
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
行
く
の
は
会
費
も
高

い
し
、
人
に
預
け
て
ま
で
は
…
。

と
い
う
マ
マ
さ
ん
達
が
集
ま
っ

て
で
き
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

有
酸
素
運
動
で
し
っ
か
り
体

を
温
め
、
そ
の
後
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
み
っ
ち
り
体
を
引
き
締

め
ま
す
。
最
後
に
緊
張
し
た
筋
肉

を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

１
時
間
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
が
、

熱
中
し
延
長
し
て
し
ま
う
事
も

た
び
た
び
で
す
。
講
師
の
先
生
は

超
ベ
テ
ラ
ン
で
基
本
の
ス
テ
ッ

プ
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ダ
ン
ス
要
素
を
取
り
入

れ
て
く
れ
ま
す
。

　

動
き
は
簡
単
で
初
心
者
で
も

す
ぐ
に
楽
し
め
る
の
も
、
こ
の
会

の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

楽しくしっかり有酸素運動
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木
曽
川
学
入
門
●

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
「
炉
畑
遺
跡
」
で
す
。

　

炉
畑
遺
跡
は
、
県
の
指
定
史
跡
で
も

あ
る
集
落
遺
跡
で
す
。

　

昭
和
41
年
土
地
改
良
の
工
事
中
に
、

縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
5
回
に
わ
た

っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
を
機
会

に
、
住
居
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

魚
を
と
る
た
め
の
石
の
お
も
り
や
、
土

を
掘
っ
た
り
す
る
た
め
の
石せ

き
ふ斧

な
ど
縄

文
時
代
の
貴
重
な
出
土
品
も
多
数
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
遺
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
４
７
５

渡
辺
寛
と「
大
日
本
養
蜂
会
」

　

渡
辺
寛
は
、
明
治

17
年（
１
８
８
４
）
７

月
17
日
に
羽
島
郡

八や
つ
る
ぎ剣
村（
現
在
の
岐
南

町
）
で
誕
生
し
ま
し

た
。

　

明
治
33
年（
１
９
０

０
）
に
養
蜂
に
着
手

し
、
そ
の
後
、
実
験

を
か
さ
ね
、
明
治
40

年（
１
９
０
７
）
に
渡

辺
養
蜂
場
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
の
西

洋
種
を
移
入
し
て
増
殖
を
図
る
と
と
も
に
岐
阜
市
の
名

和
梅
吉
・
名
和
昆
虫
博
物
館
二
代
目
館
長
、
松
原
喜
八

ら
と
「
大
日
本
養
蜂
会
」
を
組
織
し
、
機
関
紙
「
養
蜂

の
友
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
渡
辺
ら
は
養
蜂

実
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
合
理
的
に
蜜
を
大
量
生
産
で

き
る
近
代
養
蜂
の
普
及
と
、
後
進
の
指
導
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

養
蜂
へ
の
情
熱

　

明
治
42
年(

１
９
０
９)

６
月
に
作
成
さ
れ
た
「
大

日
本
養
蜂
会
設
立
趣
意
書
」
が
あ
り
ま
す
。

　

抜
粋
し
ま
す
と
「
元
来
、
ミ
ツ
バ
チ
は
一
小
昆
虫
に

過
ぎ
ず
と
い
え
ど
も
、
秩
序
あ
り
、
勇
気
あ
り
、
団
結

心
あ
り
、
し
か
し
て
、
ま
た
勤
労
家
な
り
、
貯
蓄
家
な

り
。
特
に
一
度
、
そ
の
巣
内
を
の
ぞ
く
と
き
は
和
気
あ

近
代
養
蜂
の
開
拓
者　

～
渡
辺
寛

ひ
ろ
し

～

い
あ
い
と
し
て
、
実
に
平
和
の
社
会
な
る
を
知
る
べ

し
。
女
王
蜂
の
威
信
、
働
き
蜂
の
重
義
、
そ
の
他
、

相
互
の
友
愛
、
勤
勉
等
、
一
点
の
欠
点
も
な
く
、
そ

の
動
作
は
誠
に
我
々
の
鑑か

が
みと

す
る
に
足
る
（
現
代
語

訳
）」と
ミ
ツ
バ
チ
に
た
い
す
る
愛
着
・
情
熱
を
交
え
、

元
気
が
で
る
宣
言
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

機
関
紙
「
養
蜂
の
友
」（
明
治
42
年
発
行
）
は
渡

辺
寛
宅
で
産
声
を
あ
げ
、
主
張
や
雑
話
な
ど
、
養
蜂

家
の
機
関
紙
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
載
せ
て

い
ま
し
た
。

実
業
家
と
し
て

　

渡
辺
寛
を
は
じ
め
、
岐
阜
県
の
養
蜂
家
た
ち
は
大

正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
ミ
ツ
バ
チ
を
北
海
道
に
移

し
て
飼
う
こ
と
に
成
功
。
翌
年
に
は
国
産
ハ
チ
ミ
ツ

を
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
す
る
ほ
ど
の
躍
進
を
遂
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
７
年
（
１
９
２
９
）
に
は
種
蜂
の

大
量
中
国
輸
出
に
成
功
。
数
々
の
成
功
を
戦
中
戦
後

に
お
さ
め
ま
し
た
。
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）、
長

男
孝
と
の
共
著
「
近
代
養
蜂
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
渡
辺
寛
は
、
わ
が
国
近
代
養
蜂
に
寄

与
し
た
功
績
に
よ
り
、
黄
綬
褒
章
、
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）
に
永
眠
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
養
蜂
業
は
、
ハ
チ
ミ
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
な
ど
健
康
食
品
分
野
に
お
け
る

実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
開
拓
者
に
な
っ
た
渡

辺
寛
は
、岐
南
町
が
輩
出
し
た
先
人
の
ひ
と
り
で
す
。

文
・
岐
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

渡辺寛とミツバチの巣箱
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   新酒ガーデン

　　　　　　　 「あすなろ」「ぽぷら」展

  ドキドキわくわく両親学級

　　　　　　　　　   女性芸能のつどい

この舞台は一年間の集大成！
　市内の女性だけで構成されている民踊、日本舞踊、
フラダンス、フォークダンスなどのグループ 28団体、
293 人が、グループ同士の交流を図ろうと一堂に会
し、日ごろの活動の成果を発表しました。
　出演者はグループごとにそろいの衣裳で息のあっ
たすばらしい演技を披露し、観客を魅了しました。
　そして、最後には客席の人たちもいっしょになっ
て「新各務原音頭」を踊り、つどいは大盛況のうち
にフィナーレをむかえました。
　　　　　　　　　　　　　(2月3日　文化ホール）

あたたかな作品がずらりの展示会
　福祉の里の「あすなろ」「ぽぷら」に通所する皆さ
んが市内の喫茶展示館で、作品を公開展示しました。
　さをり織りや、刺しゅう、陶芸、木工作品にアク
セサリーなど、どれも丹精こめてつくられた、温か
みのあるものばかり。会場には出品した通所者の方
も常駐し、訪れた方と一緒に作品を鑑賞したり、説
明をしたりと和やかな雰囲気が流れます。この日、
接客を担当した前田清之さんは「お客さんとたくさ
んふれあえてうれしい」と語ってくれました。

（2月 5日）

パパママ一緒に育てよう
　現在妊娠中の方とその夫を対象に、これからの子
育てについて夫婦２人で考えてもらおうと「ドキド
キわくわく両親学級」が行われました。
　当日は夫の参加者が重さ８キロのシミュレーター
を着けて妊婦の日常生活を体験。「重くてびっくり。
こんなに大変だとは思わなかった」「爪を切ったり、
しゃがんでのお風呂掃除などは大変」と妊婦の気持
ちを実感。「できる事からを妻をサポートしたい」と、
出産、育児に向けて気持ちを新たにしていました。
　　　　　　　　　　　（あさひ子ども館　2月7日）

��� 広報かかみがはら 2010.3.1

おいしいお酒と音楽を満喫！
　鵜沼羽場町の皆楽座を会場に、地元の新酒や音楽
を楽しむイベント「新酒ガーデン」が開催されました。
　中山道鵜沼宿から各務おがせ町の村国座まで、歴
史遺産が集まる「各務野歴史街道」のＰＲのために
開催されたイベントで、当日は雨にもかかわらず大
勢の来場者が集まり、市内で作られた新酒と郷土の
味覚を楽しみました。
　また、皆楽座ではコンサートを開催。来場者はお
酒を片手に和太鼓やジャズ、ゴスペルなどの上質な
音楽を堪能していました。　　　　　　(2月 11日）



広報かかみがはら 2010.3.1� ��

広告に関するお問い合わせは、株式会社中広☎058-247-2511まで　2010.3.31まで
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広
報
各
務
原　

平
成
22
年
３
月
1
日
号
（
第
１
１
２
４
号
）

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市人口 /149,782人〔男 74,035人 女 75,747人〕世帯数 /55,080世帯　（平成22年 2月 1日現在）

民ギャラリー市
水墨画「渓流」

芳野新一さん・那加幸町

元気いっぱい妹おもいの結ちゃん、癒
いや

し
系の栞ちゃん。これからも仲良し姉妹で
いてね（お父さんの祐樹さん、お母さん
の麿哉さん・各務原町 3）

元気いっぱいの笑顔で幸せをくれる優奈
と彩楓。これからの成長が楽しみです。（お
父さんの勇人さん、お母さんの由枝さん・
那加日吉町 2）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69　
電話●058-383-1111（代）　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp
ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp

管理された森林の木材
を用いた FSC 認証紙に
印刷しています。

市役所全組織で
ISO9001、14001
認証同時取得

小原　優
ゆ う な

奈ちゃん（Ｈ 18．7．14 生）

　　　　彩
あ や か

楓ちゃん （Ｈ 20．7．13 生）

平光　結
ゆ い

ちゃん（Ｈ 18．1．18 生）

　　　　栞
しおり

ちゃん （Ｈ 21．5．31 生）

この作品は、
私のイメージの赴くままに

筆をはこんだもの。
真っ白な紙に自分の思い描いた風景が

少しずつ姿を現していく、
その喜びと感動は言葉では表現できません。

描くたびに水墨画の奥深さに魅了されています。
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